
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
な
ど
も
開
催

し
て
お
り
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と

い
う
点
で
は
、国
立
国
会
図
書
館

の
取
組
と
し
て
本
年
１
月
か
ら
本

格
稼
働
し
た「
み
な
サ
ー
チ
」が

あ
り
ま
す
。全
国
の
公
共
図
書

館
や
点
字
図
書
館
の
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
な
資
料
を
検
索
で
き
、
ジ
ャ
ン

ル
別
検
索
で「
児
童
書
」に
絞
り

込
む
こ
と
や
、
視
覚
、
聴
覚
な
ど

の
機
能
別
の
検
索
も
可
能
で
す
。

ま
た
、み
な
サ
ー
チ
で
利
用
者
登

録
す
る
と
、Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
や
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
利
用
で
き
ま
す
。登
録
対
象

は
、視
覚
障
が
い
そ
の
他
の
理
由

で
通
常
の
活
字
の
印
刷
物
の
読
書

が
困
難
な
個
人
や
図
書
館
な
ど
の

施
設
で
、学
校
図
書
館
の
登
録
も

増
え
て
い
ま
す
。多
く
の
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
な
資
料
に
近
づ
く
手
段
と

し
て
、読
書
機
会
の
確
保
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
今
後

も
読
書
推
進
に
力
を
尽
く
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ま
と
連
携
・
協
力
し

て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
読

書
す
る
機
会
を
得
ら
れ
、
未
来
を

拓
く
一
助
と
な
る
よ
う
、
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

№679
★「上野の森親子ブックフェスタ」開催（２頁）
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る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
障
が
い
の
有
無
に
関

係
な
く
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
本
の
出
版
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
踏
ま
え
た
取
組
が
必
要
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
点

字
・
大
活
字
な
ど
の
児
童
用
各
種

バ
リ
ア
フ
リ
ー
資
料
を
所
蔵
し
、

閲
覧
室
に
拡
大
読
書
器
な
ど
を
備

え
、
だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
図
書

館
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

約
14
万
点
の
外
国
語
の
児
童
書
を

所
蔵
し
て
お
り
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
子
ど
も
た
ち
の
読
書
も

支
援
し
て
い
ま
す
。
さ
わ
る
絵
本

や
洋
書
も
含
む
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

へ
の
理
解
を
深
め
る
資
料
を
揃
え

た
学
校
図
書
館
セ
ッ
ト
を
貸
し
出

し
、読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す

で
、読
む
こ
と
に
困
難
の
あ
る
多

様
な
子
ど
も
た
ち
も
含
ま
れ
ま
す
。

令
和
元
年
に
成
立
し
た
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
で
は
、「
障
害
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
国
民
が

等
し
く
読
書
を
通
じ
て
文
字
・
活

字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
」が
謳
わ
れ
、国
の
第
五
次

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
基
本
計
画

で
は
、「
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の

読
書
機
会
の
確
保
」
が
基
本
的
方

針
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
で
は
、
学
校
図
書
館
や

公
共
図
書
館
に
よ
る
、
多
様
な
子

ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
読
書
支
援
活
動

の
現
状
や
取
組
が
紹
介
さ
れ
、
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
専
門

性
の
あ
る
人
材
育
成
が
課
題
で
あ

り
、
研
修
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
資
料
を
知

　

国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も

図
書
館
は
、国
立
の
児
童
書
専
門

図
書
館
と
し
て
、「
子
ど
も
の
本
は

世
界
を
つ
な
ぎ
、未
来
を
拓
く
！
」

と
い
う
理
念
の
下
、さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ

の
際
、関
係
す
る
み
な
さ
ま
と
の
連

携
・
協
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当

館
で
は
、
子
ど
も
の
本
と
読
書
に

関
わ
る
諸
機
関
・
団
体
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
本
と
読
書
に
関
す
る
最

新
動
向
の
報
告
や
意
見
交
換
を
行

う「
子
ど
も
の
本
と
読
書
に
関
す
る

懇
談
会
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す

が
、今
年
２
月
の
懇
談
会
で
は「
多

様
な
子
ど
も
た
ち
の
読
書
機
会
の

確
保
」を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も
に
本
を
手
渡

し
読
書
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
と
す

る
と
き
、
そ
の
「
す
べ
て
」
に
は

当
然
、
障
が
い
が
あ
る
、
日
本
語

指
導
を
必
要
と
す
る
な
ど
の
理
由

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp
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５
月
４
日

（土祝）
・
５
日

（日祝）
、
東
京
都
台

東
区
の
上
野
恩
賜
公
園
で
「
上
野
の
森

親
子
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」（
主

催
＝
子
ど
も
の
読
書
推
進
会
議
／
日
本

児
童
出
版
協
会
／
一
般
財
団
法
人 

出

版
文
化
産
業
振
興
財
団
）
が
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
２
日
間
の
開
催

だ
っ
た
が
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
家
族

連
れ
や
保
育
・
教
育
関
係
者
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
多
様
な
国
籍
の
来
場
者
な
ど

昨
年
の
２
６
３
０
０
人
を
上
回
る
約

２
８
５
０
０
人
が
訪
れ
た
。

　

催
事
の
メ
イ
ン
で
あ
る
、
謝
恩
価

格
で
の
児
童
書
販
売
「
子
ど
も
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
は
、
65

社
・
者
が
出
展
、
絵
本
、
児
童
書
を
中

心
に
約
４
２
７
０
０
冊
が
会
場
内
に

展
示
さ
れ
、
２
日
間
の
売
り
上
げ
は

３
３
０
０
万
円
に
上
り
、
前
年
比
104
・

８
％
と
な
っ
た
。

　
今
年
は
レ
ジ
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
合
理
化
を
さ
ら
に
進
め
、
会
計
待
ち

時
間
も
短
縮
。
さ
ら
に
休
憩
テ
ン
ト
も

用
意
す
る
な
ど
、熱
中
症
対
策
も
行
い
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
か
っ
た
。

　
５
月
５
日
に
は
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図

書
館
で
講
演
会『
生
成
Ａ
Ｉ「
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」と
学
校
教
育・図
書
館
の
未

来
を
考
え
る
』を
開
催
し
、約
133
名
が

参
加
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
佐
藤
学

さ
ん
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
真
の
在
り
方
と
、

紙
の
本
と
の
共
存
を
ど
の
よ
う
に
は
た

し
て
い
く
か
、
ま
た
「
わ
が
国
の
学
校

図
書
館
・
公
共
図
書
館
が
ど
の
よ
う
に

あ
る
べ
き
な
の
か
」
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
っ
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
で
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
出
版
社
ブ
ー
ス
で
の

著
者
サ
イ
ン
会
や
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
数

多
く
行
わ
れ
、
講
談
社
の
「
お
は
な
し

隊
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
も
出
動
。
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
、
上
野

の
森
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
く
２

日
間
と
な
っ
た
。

会場には、多くの人がつめかけました

あちらこちらでサイン会が
開かれていました

2 日間、いつでも会場のどこかで
イベントが！

出展社・者のテントは熱心に
本を探す人でいっぱい

イベントテントでは、読み聞かせだけ
でなく手品やライブも開催

おはなし会がない時間は、おはなし隊
キャラバンカーで自由に本が読めます

箱の中身は全部子どもの本！
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■
第
29
回 

日
本
絵
本
賞

日
本
の
風
景
・
自
然
を
感
じ
る
作
品
と
、

パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
た
絵
本
が
受
賞

日本絵本賞大賞を受賞した
『ゆうやけにとけていく』

　

公
益
社
団
法
人
、
全
国
学
校
図
書

館
協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
「
第

29
回
日
本
絵
本
賞
」
に
つ
い
て
、
４

月
16
日
㈫
に
最
終
選
考
会
を
実
施
し
、

２
０
２
３
年
に
出
版
さ
れ
た
絵
本
よ
り

選
ば
れ
た
最
終
候
補
絵
本
30
点
（
う
ち

翻
訳
絵
本
12
点
）
よ
り
４
点
の
受
賞
作

を
決
定
、
５
月
15
日
㈬
に
発
表
し
た
。

各
賞
は
以
下
の
と
お
り
。

●
第
29
回
日
本
絵
本
賞
大
賞

『
ゆ
う
や
け
に
と
け
て
い
く
』

ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
／
作
（
小

学
館
）

●
第
29
回
日
本
絵
本
賞

『
お
き
に
い
り
の
し
ろ
い
ド
レ
ス
を
き

て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
い
き
ま
し
た
』

渡
辺
朋
／
作
、
高
畠
那
生
／
絵
（
童
心

社
）

『
か
ぜ
が
つ
よ
い
ひ
』

昼
田
弥
子
／
作
、
シ
ゲ
リ
カ
ツ
ヒ
コ
／

絵
（
く
も
ん
出
版
）

『
ど
ん
ぐ
り
』

た
て
の
ひ
ろ
し
／
さ
く
（
小
峰
書
店
）

『
ゆ
う
や
け
に
と
け
て
い
く
』
は
５
名

の
最
終
選
考
委
員
の
評
価
が
一
致
し
て

高
く
、
文
句
な
く
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

週
間
」「
読
書
週
間
」
の
歴
史
や
意
義
、

当
協
議
会
の
事
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く

よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
依
然
と
し
て
財
政
的
な
危

機
は
続
い
て
お
り
、
事
務
局
で
は
今
回

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
再
度
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
ご
意
見
、
体
験
談
な

ど
を
い
た
だ
け
ま
す
と
、
幸
い
で
す
。

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
に

伴
い
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
は
公
式

Ｘ
（
旧Tw

itter

）
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開

設
し
ま
し
た
。当
面
は「
読
書
週
間
」「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」「
若
い
人
に
贈
る

読
書
の
す
す
め
」「
敬
老
の
日
読
書
の

す
す
め
」
な
ど
の
当
協
議
会
の
事
業
紹

介
、
都
道
府
県
立
図
書
館
お
よ
び
関
係

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
野
間
読
書
推

進
賞
受
賞
者
の
活
動
な
ど
を
中
心
に
、

投
稿
し
ま
す
。
事
務
局
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
不

慣
れ
で
人
手
不
足
で
も
あ
り
、
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
図
書
館
・
団
体
の
投
稿

の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
十
分
で
、
会
員
社
の

フ
ォ
ロ
ー
も
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人 

読
書
推
進
運
動

協
議
会
で
は
、
４
月
20
日
か
ら
５
月

24
日
ま
で
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

「
読
書
週
間
」
の
安
定
し
た
継
続
を
目

的
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
、
37
名
の
方
よ
り
合
計

30
万
２
０
０
０
円
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ

ま
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
情
報

拡
散
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ま
、
返
礼
品
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
イ
ラ

ス
ト
の
使
用
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た

ザ
・
キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
お
ふ
た

り
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

目
標
額
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
あ
ら
た
め
て
、「
こ
ど
も
の
読
書

う
「
１
ネ
タ
」
で
、
擬
音
語
だ
け
で
ラ

ス
ト
ま
で
突
っ
走
る
パ
ワ
フ
ル
作
。
主

人
公
の
少
女
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ふ

れ
、
周
囲
が
巻
き
こ
ま
れ
る
様
子
が
楽

し
い
。

『
か
ぜ
が
つ
よ
い
ひ
』
は
、
し
り
と
り

と
シ
ュ
ー
ル
な
絵
柄
で
不
思
議
な
切
迫

感
を
読
む
も
の
に
感
じ
さ
せ
る
。

『
ど
ん
ぐ
り
』
は
、
晩
秋
か
ら
春
に
か

け
て
の
森
に
お
け
る
静
寂
と
、
小
さ
な

生
命
の
躍
動
を
な
ん
と
も
美
し
く
表
現

す
る
。
日
本
の
里
山
の
環
境
変
化
が
い

わ
れ
て
ひ
さ
し
い
。
お
と
な
た
ち
に
も

読
ん
で
ほ
し
い
絵
本
で
あ
る
。

　
今
回
、
日
本
絵
本
賞
翻
訳
絵
本
賞
は

該
当
作
が
な
か
っ
た
が
、『
も
の
が
た

り
が
う
ま
れ
る
と
き
』（
評
論
社
）
な

ど
魅
力
的
な
作
品
も
複
数
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
は
７
月
29
日
㈪
、
城
西
国
際

大
学
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
う
。

　
だ
ん
だ
ん
と
沈
み
ゆ
く
夕
陽
が
す
べ

て
の
見
開
き
に
描
か
れ
、
時
の
流
れ
と

と
も
に
、
畑
、
プ
ー
ル
、
公
園
、
街

角
、
縁
側
、
風
呂
な
ど
を
舞
台
に
し
た

人
々
の
営
み
が
詩
情
豊
か
に
描
か
れ
て

い
る
。
最
後
の
見
開
き
で
訪
れ
た
静
か

な
夜
の
風
情
か
ら
は
、
古
き
よ
き
日
本

の
地
方
都
市
の
面
影
を
感
じ
る
。
現
代

の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
作
品
で
描
か

れ
る
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
し
た
や
さ
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て

し
ま
う
。

『
お
き
に
い
り
の
し
ろ
い
ド
レ
ス
を
き

て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
い
き
ま
し
た
』
は
、

ド
レ
ス
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
つ
い
た
と
い

日本絵本賞最終選考会の様子

そして、X（旧Twitter）
はじめました

クラウドファンディング
あたたかいご支援、

ありがとうございました！

読書推進運動協議会公式 X
（旧 Twitter）QR コード
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■
日
本
児
童
文
芸
家
協
会 

各
賞
贈
呈
式

子
ど
も
の
心
に
届
く
か
を

つ
ね
に
問
い
な
が
ら
、
作
品
と
向
き
あ
う

壇上に並んだ今年の受賞者みなさん
（撮影：御堂義乗）

　
一
般
社
団
法
人 

日
本
児
童
文
学
者

協
会
は
、
５
月
24
日
㈮
、
東
京
都
千

代
田
区
の
出
版
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ル
に
て
、

「
２
０
２
４
年
度 

児
童
文
学
者
協
会
文

学
賞
贈
呈
式・表
彰
式
」
を
開
催
し
た
。

●
本
年
度
の
受
賞
作
・
受
賞
者

【
第
64
回 

日
本
児
童
文
学
者
協
会
賞
】

ひ
こ・田
中
『
あ
し
た
、弁
当
を
作
る
。』

（
講
談
社
）

【
第
57
回 

日
本
児
童
文
学
者
協
会
新
人

賞
】

水
凪
紅
美
子 

『
け
も
の
み
ち
の
に
わ
』 

（
Ｂ
Ｌ
出
版
）

【
第
28
回 

三
越
左
千
夫
少
年
詩
賞
】

松
山
真
子
『
迷
子
』（
四
季
の
森
社
）

・
特
別
賞

永
窪
綾
子
『
き
ま
ぐ
れ 

ね
こ
殿
』 （
私

家
版
）

　
ひ
こ
・
田
中
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
世

界
に
大
人
社
会
の
問
題
が
反
映
さ
れ
る

様
子
を
描
く
作
品
が
こ
こ
数
年
増
え
て

き
た
と
し
、「
そ
の
流
れ
に
背
中
を
押

さ
れ
て
こ
の
作
品
を
書
い
た
。
売
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
テ
ー
マ
の
作
品
を
出
し

て
く
れ
た
出
版
社
に
感
謝
」と
述
べ
た
。

　
水
凪
さ
ん
は
、
ひ
と
り
で
の
創
作
に

行
き
づ
ま
っ
て
、
児
童
文
学
者
協
会
の

通
信
講
座
を
受
講
。
同
人
の
合
評
会
で

大
き
な
刺
激
を
受
け
、「
こ
の
作
品
も

合
評
会
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
意
見
を
も

ら
っ
た
。
自
分
の
好
き
な
物
語
を
一
心

に
書
い
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
松
山
さ
ん
も
、
児
童
文
学
者
協
会
の

合
評
会
、
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
し

た
こ
と
に
よ
り
、「
自
分
が
学
び
た
い

こ
と
、知
り
た
い
こ
と
が
全
部
あ
っ
た
」

と
、同
人
や
講
師
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
。

　
永
窪
さ
ん
の
受
賞
作
は
出
版
準
備
を

進
め
て
い
た
が
、
出
版
社
の
倒
産
に

よ
っ
て
私
家
版
で
刊
行
。
通
販
サ
イ
ト

で
市
場
に
出
る
道
が
開
け
た
と
報
告
、

喜
び
を
語
っ
た
。

【
第
63
回 

児
童
文
化
功
労
賞
】

黒
柳
徹
子（
女
優・ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
）

長
野
ヒ
デ
子（
絵
本
作
家・
紙
芝
居
作

家
）

　

受
賞
者
あ
い
さ
つ
で
天
川
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
に
希
望
や
未
来
を
語
る

の
が
む
ず
か
し
い
時
代
。
た
く
さ
ん
の

可
能
性
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
。
こ
の
本

が
そ
の
ひ
と
つ
に
な
れ
た
ら
」
と
願
い

を
述
べ
た
。
山
下
さ
ん
は
、
作
家
に
な

れ
な
か
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、「
小
学
生
の
息
子
に
『
ほ
ん
と
う

に
書
き
た
い
も
の
を
書
い
た
ら
、
そ
の

人
は
も
う
作
家
』と
真
顔
で
言
わ
れ
た
。

子
ど
も
は
手
ご
わ
い
。
そ
ん
な
子
ど
も

の
心
に
届
く
よ
う
な
作
品
を
書
い
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
長
野
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
と

失
敗
を
重
ね
る
う
ち
、「
知
ら
な
い
う

ち
に
こ
の
仕
事
を
し
て
い
た
」
と
、
ご

自
身
の
絵
本
に
登
場
す
る
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
い
く
つ
も
披
露
。
黒
柳
さ
ん

は
「
こ
の
仕
事
は
子
ど
も
に
見
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
問
い
な
が
ら
仕
事
を

し
て
き
た
。
こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、
そ

の
考
え
に
間
違
い
が
な
か
っ
た
と
思
っ

た
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　
一
般
社
団
法
人 
日
本
児
童
文
芸
家

協
会
は
、
５
月
17
日
㈮
、
東
京
都
千
代

田
区
の
東
京
消
防
庁
ス
ク
ワ
ー
ル
麹

町
に
て
、「
２
０
２
４
年
度 

児
童
文
化

功
労
賞
・
協
会
賞
・
新
人
賞 

贈
呈
式
」

を
開
催
し
た
。

●
今
年
度
の
受
賞
作
・
受
賞
者

【
第
48
回 

日
本
児
童
文
芸
家
協
会
賞
】

天
川
栄
人
『
セ
ン
ト
エ
ル
モ
の
光 

久

閑
野
高
校
天
文
部
の
、
春
と
夏
』『
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
の
涙 

久
閑
野
高
校
天
文

部
の
、
秋
と
冬
』（
講
談
社
）

【
第
53
回 

児
童
文
芸
新
人
賞
】

山
下
雅
洋
『
鈴
の
送
り
神
修
行
ダ
イ
ア

リ
ー
』（
岩
崎
書
店
）

■
日
本
児
童
文
学
者
協
会 

各
賞
贈
呈
式

仲
間
と
の
出
会
い
、
合
評
会
が

受
賞
作
品
に
結
実

左から、ひこ・田中さん、水凪紅美子さん、
松山真子さん、永窪綾子さん

　
公
益
社
団
法
人 

全
国
学
校
図
書
館

協
議
会
（
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
は
、
６
月
中

旬
よ
り
「
日
本
絵
本
賞
ポ
ッ
プ
交
流
サ

イ
ト
」
を
開
設
し
た
。

　
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
第
29
回 

日
本

絵
本
賞
（
本
号
３
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
最

終
候
補
絵
本
30
点
を
対
象
に
、
好
き
な

絵
本
を
紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
を
募
集
。
応

募
作
品
は
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、「
い

い
ね
」
を
つ
け
た
り
、
学
校
の
授
業
で

鑑
賞
す
る
な
ど
、
絵
本
を
通
じ
た
実
践

の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
Ｓ
Ｌ
Ａ
で
は
、
ポ
ッ
プ

交
流
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
実
践
校
60
校

を
募
集
。
実
践
校
に
は
、
日
本
絵
本
賞

受
賞
絵
本
と
最
終
候
補
絵
本
の
セ
ッ
ト

を
寄
贈
し
、絵
本
読
書
活
動
を
展
開
し
、

ポ
ッ
プ
を
投
稿
し
て
も
ら
う
。

　
交
流
サ
イ
ト
で
は
、
ポ
ッ
プ
の
投
稿

と
閲
覧
の
ほ
か
、
日
本
絵
本
賞
最
終
候

補
絵
本
リ
ス
ト
、
実
践
校
の
募
集
要
項

と
応
募
フ
ォ
ー
ム
な
ど
詳
細
が
確
認
で

き
る
。

●
日
本
絵
本
賞
ポ
ッ
プ
交
流
サ
イ
ト

https://ehon-pop.j-sla.or.jp/

■
日
本
絵
本
賞

ポ
ッ
プ
交
流
サ
イ

ト
を
開
設



（5） 読 書 推 進 運 動（第三種郵便物認可）第679号 2 0 2 4 年6月15日

80
年
に
あ
た
る
こ
と
、
戦
争
中
の
言
論

統
制
や
戦
後
の
出
版
活
動
の
加
速
に
つ

い
て
ふ
れ
た
う
え
で
、
現
在
の
出
版
不

況
、
デ
ジ
タ
ル
の
登
場
と
進
化
を
語
っ

た
。
そ
の
う
え
でPublish

と
は
誰

か
が
書
い
た
も
の
を
公
に
す
る
仕
事
で

あ
る
と
し
、
本
の
重
要
性
と
出
版
人
の

使
命
に
つ
い
て
述
べ
、
声
明
を
締
め
く

く
っ
た
（
全
文
は
下
記
別
掲
）。
声
明

は
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
恒
例
の
長
寿

者
祝
賀
（
22
名
）、
永
年
勤
続
者
表
彰

（
333
名
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
の
謝
辞
に
続
い
て
、
社
会
学
者
で
京

都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
で
あ

る
岸
政
彦
氏
が
講
演
。
自
ら
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
聞
き
手
」
を
募
集
す
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ
た
大

部
の
３
冊
、『
東
京
の
生
活
史
』（
筑
摩

書
房
）、『
沖
縄
の
生
活
史
』（
み
す
ず

書
房
）、『
大
阪
の
生
活
史
』（
筑
摩
書
房
）

に
つ
い
て
、
そ
の
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
、
語
り
を
聞
き
文
字
と
し

て
残
す
こ
と
の
意
義
を
語
っ
た
。

　
講
演
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

出
版
に
か
か
わ
る
多
く
の
参
加
者
の
に

ぎ
や
か
な
交
流
が
続
い
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
５
月

７
日
㈫
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
「
第
63
回 
全
出

版
人
大
会
（
主
催
＝
日
本
出
版
ク
ラ

ブ
）」
が
開
催
さ
れ
、
出
版
関
係
者
約

400
人
が
出
席
し
た
。

　
野
間
省
伸
大
会
会
長
・
日
本
出
版
ク

ラ
ブ
会
長
は
今
大
会
の
委
員
長
が
女
性

で
あ
る
こ
と
と
、
女
性
の
大
会
委
員
長

は
63
年
の
歴
史
の
中
で
２
人
目
で
あ
る

と
述
べ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
は
出
版
界
に
お
い
て
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

　
大
会
声
明
は
喜
入
冬
子
大
会
委
員
長

（
筑
摩
書
房
）
が
朗
読
。
今
年
が
戦
後

喜入大会委員長の
大会声明朗読

■
第
63
回 

全
出
版
人
大
会

「
公
に
す
る
」
出
版
の
使
命
を

こ
れ
か
ら
も
は
た
す
と
再
確
認

第
63
回
　
全
出
版
人
大
会

大

会

声

明

　

今
年
は
戦
後
80
年
に
な
り
ま
す
。

　

戦
争
中
は
激
し
い
言
論
統
制
が
行
わ
れ
、
ま
た
物
資
不
足
か
ら
紙
が
手
に
入
ら
ず
、
出
版
活
動
は
か
な
り
制
限
さ

れ
ま
し
た
。
田
辺
聖
子
さ
ん
が
戦
争
中
、
あ
ま
り
に
読
む
も
の
が
な
く
て
、
畳
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
と
き
下
に
敷
か

れ
て
い
た
古
新
聞
を
む
さ
ぼ
り
読
ん
だ
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
く
ら

い
人
は
活
字
に
飢
え
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
情
報
に
も
飢
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。
い
っ
ぽ
う
で
、
書
き
た
い
こ
と
が

書
け
な
い
な
ら
と
断
筆
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

１
９
４
５
年
に
戦
争
が
終
わ
り
、
占
領
期
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
出
版
活
動
は
一
挙
に
加

速
し
ま
し
た
。
カ
ス
ト
リ
雑
誌
か
ら
文
学
全
集
ま
で
、
と
に
か
く
、
読
み
た
い
、
書
き
た
い
、
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
あ
ふ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
時
代
の
趨
勢
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
一
直
線
に
拡
大
し
て
い
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
そ
の
後
、
１
９
９
６
年
ま
で
は
、
基
本
的
に
出
版
活
動
は

拡
大
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
以
降
、
わ
れ
わ
れ
は
長
く
続
く
出
版
不
況
の
な
か
に
い
ま
す
。

　

人
々
が
書
い
た
り
読
ん
だ
り
し
な
く
な
っ
た
の
か
、
と
言
え
ば
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
字
を
使
っ
た
情

報
交
換
は
、ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
む
し
ろ
飛
躍
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
単
に
、本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
こ
う
い
う
状
況
に
な
っ
た
の
か
。

　

出
版
は
、
英
語
で
は
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
の
動
詞
形
で
す
。
つ
ま
り
、
公
に

す
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。
印
刷
技
術
が
発
達
す
る
以
前
、
ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
は
、
お
披
露
目
す
る
、
と
い
う
意
味

で
つ
か
わ
れ
て
い
て
、
作
者
自
ら
、
人
々
の
前
で
読
み
上
げ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
そ
う
で
す
。（
高
宮
利
行
『
西

洋
書
物
史
へ
の
扉
』
岩
波
新
書
、
２
０
２
３
年
）

　

出
版
と
は
、
誰
か
が
書
い
た
も
の
を
お
披
露
目
す
る
、
公
に
す
る
仕
事
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
今
は
誰
も
が
自
由
に
発
信
で
き
る
時
代
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
誰
も
が
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
に
な

れ
ま
す
。
そ
う
し
て
パ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
情
報
が
ネ
ッ
ト
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
戦
争
中
と
は
逆
に
、
人
々
は
情
報

の
海
で
お
ぼ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
を
開
く
余
裕
を
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
本
は
も
う
必
要
な
い
、
の
で
は
な
く
、
い
ま
こ
そ
必
要
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
が
作
っ
て
い
る
本
は
、
電
子
書
籍
も
含
め
て
、
き
ち
ん
と
そ
の
質
を
担
保
し
て
い
ま
す
。
著
者
名
が
あ

り
出
版
社
名
が
あ
り
、
内
容
に
責
任
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
の
価
値
は
、
情
報
が
フ
ェ
イ
ク
だ
ら
け
に
な
っ

て
い
く
世
界
に
あ
っ
て
、
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

世
の
中
に
必
要
で
あ
る
と
思
っ
た
情
報
を
広
め
て
い
く
、
公
に
し
て
い
く
、
と
い
う
使
命
を
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ず
果
た
し
て
い
く
。
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
、
大
会
声
明
と
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
５
月
７
日
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優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
の
歩
み　
⑹

　
２
０
２
３
年
度
の｢

読
書
週
間｣

に
際
し
て
道
府
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
、
本
会
に
お
い
て
表
彰
し
た
全
国
の
優
良
読
書
グ

ル
ー
プ
の
活
動
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

続
け
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
の
開
館
後
、
会
員
が
少
し
ず

つ
「
布
絵
本
」
を
製
作
し
補
修
し
て
い

ま
し
た
が
、
ほ
か
の
地
域
の
図
書
館
見

学
で
た
く
さ
ん
の
布
絵
本
に
出
会
い
、

守
谷
に
も
た
く
さ
ん
の
布
絵
本
が
ほ
し

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
読
書

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
る
今
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で

だ
れ
も
が
楽
し
め
る
布
絵
本
を
増
や
す

た
め
、
２
０
１
１
年
度
に
、
市
の
助
成

を
受
け
て
布
絵
本
製
作
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
あ
げ
ま
し
た
。
現
在
、「
守
谷
の
図

書
館
を
考
え
る
会
」
の
布
絵
本
グ
ル
ー

プ
「
布
玉
手
箱
」
と
し
て
、
月
２
回
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
８
冊
の
布
絵
本
そ
の
他
を

図
書
館
へ
寄
贈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　
連
絡
会
の
組
織
は
、
本
会
員
と
賛
助

会
員
で
構
成
し
、
２
０
２
３
年
現
在
、

本
会
員
４
団
体
、
賛
助
会
員
10
団
体
が

所
属
し
て
い
ま
す
。運
営
に
つ
い
て
は
、

本
会
員
が
役
員
会
を
担
い
、
事
務
局
の

松
本
市
中
央
図
書
館
と
協
議
し
な
が
ら

年
間
計
画
を
立
て
、活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
会
の
ほ
か
、
年
数
回
の
代
表

者
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
事
務
局
（
図
書
館
）
と
共
催
で
行
っ

て
い
る
お
も
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・「
お
は
な
し
祭
り
」

毎
年
６
月
開
催
。
お
は
な
し
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

・「
読
書
普
及
講
座
」

子
ど
も
の
本
の
作
家
さ
ん
の
講
演

会
・「
バ
ス
見
学
研
修
会
」

　
そ
の
ほ
か
連
絡
会
主
催
で
、
交
流
研

修
会
（
不
定
期
）、
自
主
講
座
（
講
師

招
へ
い
、
不
定
期
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、「
お
は
な
し
祭
り
」
の
前
に

は
事
前
準
備
会
を
行
い
、
お
は
な
し

の
小
道
具
を
み
ん
な
で
製
作
し
、
当
日

実
演
す
る
な
ど
、
各
団
体
に
所
属
す
る

仲
間
同
士
の
交
流
も
大
事
に
し
て
い
ま

す
。

　
15
周
年
を
迎
え
た
２
０
２
３
年
度

は
、
本
会
員
を
中
心
に
、
新
た
に
「
お

は
な
し
会
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
楽
集
会
」

る
」「
ま
な
ぶ
」「
考
え
る
」
の
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
、
布
の
絵
本
作
り
、
手
袋

人
形
作
り
、
展
示
会
、
講
演
会
、
学
習

会
の
開
催
、近
隣
の
図
書
館
見
学
な
ど
、

は
ば
広
く
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

学
校
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
た
会
員
が
子
ど
も
向
け
の
本
を

読
む
会
を
立
ち
あ
げ
、
ほ
か
の
地
域
の

図
書
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と

の
交
流
な
ど
も
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

　
会
で
は
、「“
守
谷
に
よ
い
図
書
館
を
”

の
会
」の
発
足
当
時
か
ら
、広
報
誌「
風
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
読
ん
で
み
よ
う
」
と
話
題
の
本
や
会

員
お
勧
め
の
本
を
紹
介
す
る
コ
ラ
ム
が

人
気
で
し
た
。
現
在
は
年
３
回
発
行

し
て
い
る
「
風
」
は
、
２
０
２
３
年

９
月
16
日
号
で
136
号
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
12
月
に
は
100
号
記
念
号
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
中
央
図
書
館
が
２
０
１
６
年
度
か
ら

指
定
管
理
と
な
っ
た
こ
と
で
、
会
の
名

称
を
「
守
谷
の
図
書
館
を
考
え
る
会
」

に
変
更
し
ま
し
た
。
中
央
図
書
館
は

２
０
１
９
年
度
か
ら
は
直
営
に
戻
り
ま

し
た
が
、
名
称
は
そ
の
ま
ま
で
活
動
を

　
公
民
館
講
座
「
子
ど
も
の
本
の
楽
し

い
学
校
」
の
受
講
生
が
、
図
書
館
の
な

か
っ
た
守
谷
町
（
当
時
）
に
よ
い
図
書

館
が
ほ
し
い
と
、
１
９
８
８
年
「“
守

谷
に
よ
い
図
書
館
を
”
の
会
」
を
立
ち

あ
げ
ま
し
た
。

　
斎
藤
尚
吾
先
生
、
竹
内
悊
先
生
な
ど

に
指
導
を
仰
ぎ
、勉
強
会
を
重
ね
、「
私

た
ち
の
望
む
図
書
館
像
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
守
谷
町
の
「
図
書
館
建
設
検
討

委
員
会
」
の
委
員
に
会
の
メ
ン
バ
ー
２

名
が
選
出
さ
れ
、
住
民
の
立
場
か
ら
の

要
望
な
ど
を
伝
え
る
機
会
を
得
ま
し

た
。

　
１
９
９
５
年
、
待
望
の
守
谷
中
央
図

書
館
が
開
館
後
、
会
の
名
称
を
「
図
書

館
と
歩
む
会
」
と
変
え
、
住
民
と
図
書

館
の
橋
渡
し
が
で
き
た
ら
と
、「
つ
く

す
べ
て
の
市
民
と
図
書
館
の

橋
渡
し
を
目
指
し
て

絵
本
だ
け
で
な
く
、
諸
塚
村
の

民
話
・
民
謡
も
紹
介

守
谷
の
図
書
館
を
考
え
る

会茨
城
県
守
谷
市

〈
推
薦
〉

茨
城
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

森
本　

菊
代

「
松
本
地
域
子
ど
も
文
庫
・
お
は
な
し

の
会
連
絡
会
」
は
、
１
９
７
６
年
に
発

足
し
、
長
年
、
地
域
の
子
ど
も
の
読
書

環
境
の
充
実
の
た
め
の
活
動
を
し
て
き

た
「
松
本
地
域
子
ど
も
文
庫
連
絡
会
」

を
母
体
と
し
、
２
０
０
８
年
に
再
編
成

さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
１
９
８
４
年
に
は
松
本
市
内
23
か
所

に
ま
で
広
が
っ
た
「
子
ど
も
文
庫
」
で

し
た
が
、
公
共
図
書
館
分
館
の
整
備
と

と
も
に
そ
の
数
は
徐
々
に
減
り
、
そ
の

一
方
で
、「
お
は
な
し
の
会
」
や
「
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
」
が
次
々
と
誕
生

し
、
活
発
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
「
松
本
地
域
子
ど
も
文

庫
連
絡
会
」
の
長
年
の
功
績
と
歴
史
を

継
承
す
る
形
で
、
地
域
で
は
ば
広
く
活

動
す
る
団
体
が
加
わ
っ
て
再
編
成
し
、

２
０
２
３
年
度
で
15
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。 松

本
地
域
子
ど
も
文
庫
・

お
は
な
し
の
会
連
絡
会

長
野
県
松
本
市

〈
推
薦
〉

長
野
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

山
本
美
栄
子

諸
塚
村
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
え
本
よ
み
隊
」

た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
会
の
発
展
の
た
め

に
も
若
い
会
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
す
。
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坊
・
秋
茸
作
り
で
の
出
来
事
』
は
フ
ェ

ル
ト
で
作
っ
た
大
型
紙
芝
居
と
朗
読
劇

で
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
、
昔
の
暮
ら
し
や

人
々
の
様
子
を
楽
し
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
の
よ

う
な
技
術
や
表
現
力
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、個
性
あ
ふ
れ
る
発
想
力
を
活
か
し
、

「
え
本
よ
み
隊
」
を
立
ち
あ
げ
た
お
母

さ
ん
の
思
い
を
胸
に
、
絵
本
と
子
ど
も

た
ち
、
絵
本
と
地
域
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
「
絵
本
の
世

界
」を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
＊
ヒ
ョ
ー
ス
坊
＝
諸
塚
村
で
の
「
河

　
　
童
」
の
呼
び
名

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中
で
、
自
治
体

が
企
画
す
る
読
み
聞
か
せ
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
、
近
隣
の
町
村
の
読
み
聞

か
せ
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
の
交
流
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
読
む
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
魅
力
的

で
パ
ワ
フ
ル
な
表
現
力
に
、
子
ど
も
た

ち
も
私
た
ち
も
釘
付
け
に
な
っ
た
あ
の

時
の
感
激
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

　
読
み
聞
か
せ
の
計
画
は
、
季
節
や
行

事
に
あ
わ
せ
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。内
容
も
、ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
、
寸
劇
、
手
遊
び
歌
、
踊
り
、
漫
才

な
ど
な
ど
、
な
ん
で
も
あ
り
で
す
。
絵

本
１
冊
読
む
に
も「
そ
れ
か
ら
ど
し
た
」

と
囃
子
を
入
れ
た
り
、
太
鼓
を
打
っ
て

効
果
音
を
出
し
た
り
、
あ
あ
で
も
な
い

こ
う
で
も
な
い
と
話
し
あ
い
な
が
ら
、

メ
ン
バ
ー
同
士
と
こ
と
ん
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
中
で
、
諸
塚
村

の
民
謡
や
民
話
を
楽
し
く
伝
え
る
工
夫

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。『
諸
塚
駄
賃
付

け
唄
』
と
『
諸
塚
茶
も
み
唄
』
と
い
う

民
謡
は
、
唄
と
踊
り
を
交
え
た
自
作
の

寸
劇
の
中
で
披
露
し
、
子
ど
も
た
ち
に

も
先
生
方
に
も
大
好
評
で
し
た
。ま
た
、

民
話
『
吉
野
宮
物
語
』
と
『
ヒ
ョ
ー
ス

を
年
７
回
企
画
。
連
絡
会
員
ほ
か
、
図

書
館
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
図

書
館
職
員
、
近
隣
市
町
村
の
活
動
者
、

保
育
士
さ
ん
な
ど
、
毎
回
30
名
、
の
べ

70
名
が
垣
根
を
越
え
て
集
い
、
楽
し
み

な
が
ら
学
び
あ
い
、
あ
ら
た
な
繋
が
り

も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

活
動
を
長
年
継
続
で
き
て
い
る
の

は
、
公
共
図
書
館
と
の
協
働
に
よ
る
と

こ
ろ
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、「
学
び
」
と
「
歓
び
」
を
た
が

い
に
交
換
し
、
応
援
し
あ
う
こ
と
を
大

切
に
し
、
連
携
を
い
っ
そ
う
深
め
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
に
「
本
」
や
「
お
は

な
し
」
の
楽
し
さ
を
届
け
て
い
き
た
い

で
す
。

（
文
責
：
お
は
な
し
の
会 

す
が
の
っ
く

る　
豊
嶋
さ
お
り
）

地
域
の
子
ど
も
の
読
書
に
関
わ
る

団
体
が
協
力
し
あ
う

絵
本
だ
け
で
な
く
、
諸
塚
村
の

民
話
・
民
謡
も
紹
介

　
「
諸
塚
の
子
ど
も
た
ち
に
、
絵
本

の
世
界
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
見
せ
た

い
！
」

　
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
る
ひ
と
り

の
お
母
さ
ん
の
強
く
あ
た
た
か
い
思
い

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
え
本
よ
み
隊
」。

「
え
」
と
「
よ
」
を
あ
え
て
ひ
ら
が
な

に
し
て
親
し
み
や
す
さ
を
目
指
し
た
優

し
い
お
母
さ
ん
の
思
い
は
、
22
年
に
渡

り
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
お
も
な
活
動
場
所
は
小
学
校
で
す
。

月
に
一
度
、
朝
時
間
に
３
学
年
に
わ
か

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚

園
で
は
９
月
の
お
誕
生
会
に
あ
わ
せ
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
園
児
た
ち
と
絵
本
の
世
界
を
楽
し

み
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
数
年
前

か
ら
お
父
さ
ん
や
地
域
の
方
々
も
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
や
職
種
が
幅

広
い
こ
と
で
、
選
ぶ
絵
本
が
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
、
毎
回
メ
ン
バ
ー
同
士
の

新
た
な
発
見
や
学
び
に
繋
が
っ
て
い
ま

諸
塚
村
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ
「
え
本
よ
み
隊
」

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
諸
塚
村

〈
推
薦
〉

宮
崎
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会

代
表
者　

甲
斐　

真
希



事
務
局
報
告
（
５
月
）

☆
４
月
23
日
～
５
月
12
日
＝
「
第
66
回 

こ
ど

も
の
読
書
週
間
」

・
４
日
～
５
日
＝
２
０
２
４
上
野
の
森
親
子

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
開
催

・
７
日
＝
第
63
回 

全
出
版
人
大
会 

出
席
（
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

☆
８
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
678
号 

入
稿

☆
９
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
678
号 

責
了

☆
15
日
＝
２
０
２
４
年
度 

第
１
回
理
事
会 

開

催
☆
15
日
＝
機
関
紙
『
読
書
推
進
運
動
』
第
678
号 

出
来

☆
15
日
＝
「
第
54
回 

野
間
読
書
推
進
賞
」
候

補
者
推
薦
依
頼
を
都
道
府
県
立
図
書
館
な

ど
へ
送
付

☆
16
日
＝
会
員
社
へ
「
２
０
２
４
年
度 

定
時

総
会
」
案
内
を
送
付

・
17
日
＝
日
本
児
童
文
芸
家
協
会 

各
賞
贈
呈

式 

出
席
（
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
）

・
18
日
＝
「
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
50
周
年
連
続
講
座 

日

本
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
家 

第
１

回
」
出
席

☆
20
日
＝
２
０
２
４
年
度 

第
２
回
理
事
会 

案

内
発
送

・
21
日
＝
２
０
２
３
年
度 

子
ど
も
の
読
書
推

進
会
議 

会
計
監
査
（
日
本
書
店
商
業
組

合
連
合
会
・
日
本
書
籍
出
版
協
会
）

・
20
日
＝
第
22
回 

活
字
文
化
推
進
会
議 

出
席

（
読
売
新
聞
東
京
本
社
）

・
23
日
＝
第
55
回
「
講
談
社
絵
本
賞
」
贈
賞
式 

出
席
（
赤
坂
プ
リ
ン
ス 

ク
ラ
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
）

☆
24
日
＝
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
最
終
日

・
24
日
＝
日
本
児
童
文
学
者
協
会 

各
賞
贈
呈

式 

出
席
（
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
）

☆
27
日
＝
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
さ
ん
と
打
ち
あ
わ

せ
・
29
日
＝
「
絵
本
ワ
ー
ル
ド
紀
尾
井
町
・
東
金

２
０
２
４
」
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

出
席
（
城
西
国
際
大
学
）

《ホームページ》http://www.dokusyo.or.jp

●
鹿
児
島
在
住
の
弟
の
家
は
、
男
の
子
が

ふ
た
り
。
今
年
、
上
の
Ｍ
く
ん
は
高
校
２

年
生
、
下
の
Ｙ
く
ん
は
中
学
１
年
生
に
な

り
ま
し
た
。Ｍ
く
ん
の
中
学
入
学
時
に
は
、

『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
全
巻
セ
ッ
ト
と

図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
し
た
が
（
高
校
入

学
時
は
図
書
カ
ー
ド
の
み
）、
今
度
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
。

●
ち
ょ
う
ど
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

一
族
郎
党
で
旅
行
し
た
の
で
、
本
人
に
聞

い
て
み
た
ら
、「『
薬
屋
の
ひ
と
り
ご
と
』

（
ヒ
ー
ロ
ー
文
庫
）
全
巻
が
ほ
し
い
」
と

即
答
。
そ
の
場
に
い
た
弟
夫
婦
は
「
ラ
ノ

ベ
は
、
あ
ん
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
な
」
と

言
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
主
人
公
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
話
自
体
も
お
も
し
ろ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
親
が
「
う
ー
ん
」
と

い
う
も
の
を
贈
る
の
も
ど
う
か
、
中
学
生

に
は
早
い
の
で
は
と
い
う
人
も
い
る
し

な
ぁ
と
、
少
々
迷
い
ま
し
た
。

●
し
か
し
、
現
在
15
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
て

い
る
（
ま
だ
ま
だ
続
刊
が
で
そ
う
な
）
作

品
で
す
。
文
庫
本
15
冊
以
上
の
作
品
を
読

み
切
る
体
験
は
、
き
っ
と
、
今
後
の
読
書

の
扉
を
大
き
く
開
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
、
親
の
意
向
よ
り
本
人
の
希
望
、
本
屋

で
１
巻
１
巻
確
か
め
な
が
ら
15
冊
カ
ゴ
に

入
れ
、
配
送
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

●
で
も
、
ち
ょ
っ
と
は
オ
ス
ス
メ
の
本
も

読
ん
で
ほ
し
い
の
で
、ル
イ
ス・サ
ッ
カ
ー

の
『
穴
』（
講
談
社
文
庫
）
を
原
書
と
あ

わ
せ
て
、
一
緒
に
贈
り
ま
し
た
。
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
ツ
イ
て
い
な
い
少
年
が
主
人

公
の
、
壁
を
乗
り
越
え
る
力
を
く
れ
る
作

品
で
す
。
後
日
届
い
た
、
Ｙ
く
ん
と
贈
っ

た
本
の
表
紙
が
並
ん
だ
写
真
は
、
15
冊
で

ほ
ぼ
身
長
と
同
じ
長
さ
、
お
ま
け
の
２
冊

が
飛
び
出
し
て
い
ま
し
た
。　
　
　
（
伸
）

●
編
集
部
＆
事
務
局
の

ひ
・
と
・
こ
・
と
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課
題
と
は
─
Ｊ
Ｌ
Ａ
学
校
図
書
館
職

員
調
査
（
自
治
体
向
け
、
個
人
向
け
）

の
結
果
か
ら
─
」
を
行
う
。

「
ひ
と
り
１
台
端
末
」
の
導
入
が
急
速

に
進
み
、
端
末
の
活
用
方
法
や
生
成
Ａ

Ｉ
の
影
響
が
議
論
さ
れ
る
一
方
、
学
校

図
書
館
現
場
で
は
職
員
・
メ
デ
ィ
ア
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。
学
校
図
書
館
の
役

割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、
現
状
の
問
題

を
共
有
し
す
る
。

　
学
校
図
書
館
を
考
え
る
全
国
連
絡
会

は
、
７
月
13
日
㈯
、
東
京
都
中
央
区
の

日
本
図
書
館
協
会
で
、「
第
27
回
集
会 

ひ
ら
こ
う
！ 

学
校
図
書
館
」
を
開
催

す
る
。

　
記
念
講
演
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
の

佐
藤
学
さ
ん
で
、
演
題
は
「
生
成
Ａ
Ｉ

時
代
の
学
び
と
読
書
─
学
校
図
書
館

の
役
割
を
見
直
す
─
」。
問
題
提
起
は

日
本
図
書
館
協
会
理
事
の
高
橋
恵
美
子

さ
ん
に
よ
る
「
学
校
図
書
館
が
抱
え
る

　
佐
藤
さ
ん
、高
橋
さ
ん
へ
の
質
問
や
、

参
加
者
に
よ
る
全
国
の
学
校
図
書
館
の

現
状
に
つ
い
て
の
報
告
・
意
見
交
換
の

時
間
も
、
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
会
場
で
の
開
催
だ
が
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
。
参
加

に
は
参
加
費
と
事
前
申
し
込
み
が
必
要

と
な
る
。
参
加
申
し
込
み
の
締
め
切
り

は
６
月
30
日
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
。
申
し
込
み
が
可
能
。

●
学
校
図
書
館
を
考
え
る
全
国
連
絡
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.

open-school-
library.jp/

『
読
み
た
い
気
持
ち
』を
呼
び
起
こ
せ
」、

絵
本
作
家
の
田
島
征
彦
さ
ん
の
記
念
講

演
「
ぼ
く
の
絵
本
づ
く
り
─
『
じ
ご
く

の
そ
う
べ
え
』『
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
』

『
な
き
む
し
せ
い
と
く
』
に
つ
い
て
─
」

が
開
か
れ
る
。
ま
た
、
各
種
講
座
、
読

書
会
、
夜
の
つ
ど
い
も
開
催
。

　
28
日
は
８
つ
の
分
科
会
と
、
翻
訳
家

で
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
長
の
宇
野
和
美
さ
ん
の

閉
会
講
演
「
子
ど
も
の
本
で
大
切
に
し

た
い
こ
と
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人 
日
本
子
ど
も
の
本

研
究
会
は
、
７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
に

「
第
56
回 

日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会
全

国
大
会
」
を
、
東
京
都
渋
谷
区
の
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
未
来
を
ひ
ら

く
子
ど
も
と
本
─
子
ど
も
の
今
を
見

つ
め
、
と
も
に
生
き
る
明
日
を
考
え

る
─
」。
27
日
は
同
会
会
長
の
代
田
知

子
さ
ん
に
よ
る
基
調
報
告
「
子
ど
も
の

　
参
加
に
は
、
参
加
費
と
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
。
同
会
会
員
以
外
も
参
加

で
き
る
。
27
日
、
28
日
ど
ち
ら
か
１
日

の
参
加
も
可
能
。
ま
た
、
宿
泊
希
望
も

受
け
付
け
る
（
先
着
順
）。

　

参
加
方
法
や
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
講
座
・
読
書
会
・
夜
の
つ
ど
い
・

分
科
会
の
テ
ー
マ
な
ど
の
詳
細
お
よ
び

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
中
。
参
加
申
し
込
み
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
可
能
。
申
し
込
み
受
付
は
６
月

17
日
か
ら
７
月
21
日
ま
で
。

●
日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.jasclhonken.

com
/

■
日
本
子
ど
も
の
本
研
究
会 

全
国
大
会
開
催
へ

記
念
講
演
は
田
島
征
彦
さ
ん
！

講
座
・
分
科
会
も
多
数
予
定

■
学
校
図
書
館
を
考
え
る
全
国
連
絡
会 

集
会
開
催
へ

生
成
Ａ
Ｉ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
課
題
と

活
用
を
学
校
図
書
館
現
場
で
考
え
る


